
過
日
、
法
人
内
で
起
こ
り
ま
し
た
事
故
報
告
２
例
に
つ
い
て
、
私

見
を
交
え
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

１
つ
目
は
児
童
預
か
り
中
に
、
急
に
外
に
飛
び
出
そ
う
と
し
た
男

児
を
危
険
と
思
い
、
止
め
よ
う
と
し
て
階
段
を
踏
み
外
し
て
転
倒
、

そ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
肘
の
骨
折
を
は
じ
め
大
変
な
怪
我
を
負
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
。
２
つ
目
は
職
員
の
言
動
に
対
し
苦
情
申
し
立
て
が
出

た
こ
と
。
実
は
他
に
も
い
ろ
い
ろ
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事
例

か
ら
受
講
し
た
研
修
を
通
し
、
法
人
と
し
て
…
ま
た
福
祉
職
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
に
つ
い
て
、
記
し
て
い
き
ま
す
。

管管 管管
理理 理理

者者 者者
のの のの

現現 現現
場場 場場

ララ ララ
ウウ ウウ

ンン ンン
ドド ドド

のの のの
重重 重重

要要 要要
性性 性性

リ
ス
ク
の
早
期
発
見
に
は
、
管
理
者
の
現
場
ラ
ウ
ン
ド
が
必
須
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
な
る
べ
く
定
時
に
現
場
を
回
る
こ
と
で
昨
日
と

の
違
い
が
発
見
で
き
る
可
能
性
を
見
い
出
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
場
ス
タ
ッ
フ
は
日
々
、
目
の
前
の
仕
事
に
夢
中
で
す
。
現
状
を
通

常
の
状
態
と
考
え
て
し
ま
い
、
変
化
に
気
づ
き
難
い
と
い
う
盲
点
が

あ
る
の
で
す
。
ラ
ウ
ン
ド
中
に
利
用
者
や

職
員
に
声
を
か
け
る
事
は
「
気
兼
ね
な
く

話
が
出
来
る
風
土
を
醸
し
出
す
」
と
思
う

の
で
す
。
こ
の
事
が
リ
ス
ク
の
軽
減
や
事

故
発
生
時
の
重
大
化
の
阻
止
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

構構 構構
造造 造造

的的 的的
なな なな

リリ リリ
スス スス

クク クク
のの のの

早早 早早
期期 期期

発発 発発
見見 見見

とと とと
情情 情情

報報 報報
のの のの

共共 共共
有有 有有

利
用
者
の
訴
え
・
気
に
な
る
行
動
・
支

援
が
上
手
く
い
っ
て
い
な
い
等
、
生
じ
た

事
象
に
対
し
て
対
症
療
法
的
な
対
応
に
終

始
し
て
い
な
い
か
？
こ
れ
は
勿
論
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
ず
、
次

か
ら
次
へ
と
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
現
場
は
疲
弊
す
る
の
み
で
す
。

そ
こ
で
「
何
か
構
造
的
な
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
は
？
」
と
い
う
発
想

が
重
要
に
な
り
、
同
じ
リ
ス
ク
に
よ
る
将
来
的
な
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

事事 事事
象象 象象
をを をを
集集 集集
積積 積積
しし しし
やや やや
すす すす
いい いい
「「 「「
網網 網網
」」 」」
をを をを
組組 組組
織織 織織
内内 内内
にに にに
拡拡 拡拡
大大 大大

介
護
現
場
に
基
本
は
？
と
問
わ
れ
れ
ば
利
用
者
の
話
を
よ
く
聞
く

と
い
う
事
に
尽
き
ま
す
。
然
し
、
職
員
は
、
現
場
の
業
務
に
忙
し
く

振
り
回
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

そ
こ
で
先
に
述
べ
た
、
管
理
者
・
リ
ー
ダ
ー
の
定
期
的
な
ラ
ウ
ン

ド
や
職
員
だ
け
で
な
く
利
用
者
と
の
会
話
も
、
管
理
者
・
リ
ー
ダ
ー

に
よ
る
定
時
の
記
録
チ
ェ
ッ
ク
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

も
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
記
録
提
出
の
ル
ー
ル
化
や
口
頭
・
投
書
で
の
訴

え
窓
口
も
、
お
お
よ
そ
施
設
の
記
録
と
い
う
も
の
は
、
過
去
の
訴
訟

等
で
鑑
み
る
と
客
観
的
な
証
拠
に
は
な
り
得
な
い
し
、
社
会
的
に
ま
っ

と
う
に
見
ら
れ
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。
憶
測
や
私
情
を
入
れ

な
い
客
観
的
な
定
期
の
記
録
が
大
切
な
の
で
す
。

確確 確確
実実 実実
なな なな
事事 事事
例例 例例
集集 集集
積積 積積
にに にに
はは はは
組組 組組
織織 織織
文文 文文
化化 化化
のの のの
改改 改改
革革 革革
がが がが
必必 必必
要要 要要

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
仲
間
同
士
、
上
司
と
部
下
の
間
で
忌
憚

な
く
言
い
合
え
る
、
報
告
し
合
え
る
文
化
が
必
要
で
す
。
（
斜
に
構

え
「
物
申
す
」
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

ま
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
や
記
録

を
作
成
し
て
も
「
意
味
が
な
い
」

と
い
う
思
考
、
何
事
も
自
分
の
中

だ
け
で
抱
え
込
む
…
こ
れ
ら
を
変

え
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
職
は
往
々
に
し
て
優
し
い

人
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

其
れ
ゆ
え
に
言
え
な
い
、
注
意
出

来
な
い
と
い
う
職
員
も
多
い
と
聞

き
ま
す
。
然
し
そ
れ
で
は
社
会
的

に
通
用
す
る
組
織
に
は
な
り
得
な

い
の
で
す
。
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後
援
会

ご
協
力
者
様

(順
不
同
・
敬
称
略
に
て
御
容
赦
願
い
ま
す
。
)

平
成

27年

7月
～
平
成

27年

9月

※
平
成

27年

9月

30日
現
在

田
沼
恵
美
子
山
崎
勝

浅
見
洋
子

浅
井
寛
子

三
田
加
奈
子

加
藤
広
行

大
島
一
哉

小
林
豊
子

飯
塚
竜
也

内
田
雅
文

八
木
綾
香

坂
本
弘
道

新
悦
郎

橋
本
小
百
合

戸
井
田
幸
枝

松
本
康
男

福
島
君
江

権
田
節
子

楳
澤
正
範

田
沼
大
輔

松
浦
ヒ
ナ
子

鎌
田
仁
孝

我
妻
清
美

持
田
和
樹

土
田
友
紀

藤
野
操
長
崎
宏
士

増
田
正

備
前
島
賢
光

高
荷
明

㈲
ム
サ
シ
自
動
車
電
装

宮
田
敏
夫

滝
上
正
三

新
井
隆
史

岡
崎
江
梨
花
佐
藤
智
浩

久
保
利
夫

久
住
峰
子

伊
藤
ハ
ツ
子

高
橋
昭
男

加
藤
義
父

倉
上
征
四
郎

植
竹
喜
代

横
川
静
雄

関
根
七
五
三

加
藤
良
江

芝
千
代
子

金
谷
善
二

榎
本
千
二

齊
藤
堅
次

金
井
茂
子

栗
田
岩
治

寺
田
和
夫

武
井
精
肉
店

島
田
秀
雄

岩
松
正
江

小
池
松
子

㈱
田
部
井
木
工
所

森
清
子

真
下
千
代

小
島
則
雄

真
下
武
文

㈲
中
央
自
動
車

吉
野
教
子

野
本
馨

富
田
和
朗

ロ
ー
ヤ
ル
電
機
㈱

渡
辺
宏
道

木
村
彰
秀

柴
田
達
雄

加
藤
菊
二

橋
本
新
一

小
柳
由
美
子

㈱
仲
設
計

北
爪
禎
子

山
田
や
す
子

荻
原
賢
弘

齋
藤
玉
枝

鶴
谷
豊
治

羽
賀
貞
雄

㈴
会
社
齊
藤
商
店

茂
呂
敏
行

望
月
光
明

小
林
昭

茂
木
英
代

落
合
佳
祐

後
藤
智
枝
子

栗
原
喜
良

加
藤
朋
美

柴
田
浩
子

高
月
恒
雄

鯨
井
昭
二

大
澤
晋

神
尾
晃

田
島
久
雄
上
森
靖
雄

須
田
と
め
子
横
塚
重
光

原
田
百
代
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職
員
異
動
の
お
知
ら
せ

10月
１
日
よ
り
、
配
属
・
役
職
に
異
動
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
春
日
園
・
第
２
春
日
園
・
法
人
本
部
】

・
坂
本
弘
道

課
長
補
佐

→
課
長

・
松
葉
正
枝

課
長

→
課
長
補
佐

・
新
悦
郎

は
る
工
房
→
厨
房
主
任

・
藤
野
操

厨
房
主
任
→
は
る
工
房

・
大
澤
司

第
２
春
日
園
→
春
日
園

・
内
田
雅
文

春
日
園
→
第
２
春
日
園

・
曽
根
晴
飛

春
日
園
→
法
人
本
部

金
野
綾
子

本
木
勇
之
助

榎
本
千
二

妻
沼
つ
く
し
作
業
所
後
援
会

深
谷
た
ん
ぽ
ぽ
親
和
会

山
崎
勝

御
厚
志
を
大
切
に
福
祉
の
向
上
に

活
か
し
ま
す
。

一
般

ご
寄

付
ご

協
力

者
様

（
順
不
同
・
敬
称
略
に
て
御
容

赦
願
い
し

ま
す
。
）

平
成

27年

7月
～
平
成

27年

9月

※
平
成

27年

9月

30日
現
在

藤野店⻑より

皆さんに「おいしい」

「また来ます」と言って頂

けるお店を利用者の皆さん

と共に創って⾏けたらと思っ

ております。

坂本課⻑より

微⼒ながら、第2春日園

発展のために⼒を尽くして

いきたいと思いますので、

ご支援、ご鞭撻をよろしく

お願い致します。

第2春日園新課長はる工房新店長

近
隣
施
設
の
方
と

『
共
に
学
ぶ
』
を
テ
ー
マ
に
、

マ
イ

ナ
ン

バ
ー
の
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た

社
会
保
険
労
務
士
正
木
様
・
行
政
書

士
宮
田
様
に
よ
る
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。
近
隣
施
設
職

員
様
と
法
人
職
員
を
含
め

23名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

勉
強
会
の
内
容
は
、

1.制
度
の
仕
組
み

2.将
来
は
ど
う
な
る
？

3.覚
え
て
お
き
た
い
４
つ
の
こ
と

4.４
つ
の
実
務
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

5.こ
ん
な
デ
マ
情
報
に
注
意
！

6.実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
は
？

7.労
務
管
理
上
、
手
間
の
か
か
る
準

備
事
項
と
は
？

8.行
政
書
士
か
ら
見
た
制
度
に
つ
い
て

来
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
と
な
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
。
今
何
を
す
れ
ば
よ
い
か

を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
松
本
）

活発に質疑応答を取り交わ

す場面もありました。
(Ｈ27.7.17撮影)

リリ リリ
スス スス

クク クク
ママ ママ

ネネ ネネ
ジジ ジジ

メメ メメ
ンン ンン

トト トト
埼埼 埼埼

玉玉 玉玉
のの のの
ぞぞ ぞぞ
みみ みみ
のの のの
園園 園園

理理 理理
事事 事事

長長 長長
山山 山山

崎崎 崎崎
勝勝 勝勝

「「「「言言言言葉葉葉葉ににににななななららららなななないいいい想想想想いいいい」」」」

深深深深谷谷谷谷たたたたんんんんぽぽぽぽぽぽぽぽ 久久久久住住住住一一一一大大大大

土
地

一
坪

運
動

ご
協

力
者

様
（
順
不
同
・
敬
称
略
に
て
御
容
赦
願
い
ま
す
。
）

平
成

27年

7月
～
平
成

27年

9月

※
平
成

27年
9月

30日
現
在

大
沢
美
知
子

社
会
福
祉
法
人
江
南
会

障
害
者
支
援
施
設
熊
谷

施
設
長

斉
藤
重
子

小
林
一
紀

新
施
設
建
設
の
た
め
に
大
切
に
使

用
し
ま
す
。

（
後
援
会
ご
協
力
様

つ
づ
き
）

長
谷
川
一
美

中
島
敬
吉

新
門
峯
子

新
門
孝
之

新
門
祐
次

定
方
英
樹

坂
上
福
男

小
林
一
男

荻
原
常
由

荻
原
泰
佳

荻
原
信
博

秋
山
政
司

斉
藤
志
げ
子

真
中
一
也

赤
石
達
夫

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
の
ご
寄
付
額

五
、
三
九
九
、
八
四
三
円

（
平
成

27年

9月

30日
現
在
）



平成27年10月23日発行（毎月18回1、3、5、9の日発行）通巻6844号 1983年7月19日第三種郵便局認可(3) 平成27年10月23日発行（毎月18回1、3、5、9の日発行）通巻6844号 1983年7月19日第三種郵便局認可(2)
ハハ ハハ
イイ イイ
ンン ンン
リリ リリ
ッッ ッッ
ヒヒ ヒヒ
のの のの
法法 法法
則則 則則
にに にに

従従 従従
うう うう
なな なな
らら らら
ばば ばば

生
命
等
に
か
か
わ
る
重
大
事
故
が
１
件
あ

れ
ば
そ
の
陰
に
軽
微
な
事
故
は
２
９
件
起
き
、

更
に
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
は
３
０
０
件
を
数
え
る

と
い
い
ま
す
。
要
は
す
そ
野
に
当
た
る
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
段
階
で
、
同
じ
要
因
に
よ
る
事
例

を
一
つ
解
決
し
て
い
け
ば
、
重
大
事
故
は
抑

え
る
事
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
、

こ
の
す
そ
野
（
底
辺
）
を
し
っ
か
り
確
定
さ

せ
る
事
が
大
切
で
す
。

重重 重重
大大 大大
化化 化化
のの のの
構構 構構
造造 造造
をを をを
探探 探探
るる るる

リ
ス
ク
解
決
に
つ
い
て
は
他
に
譲
る
と
し

て
、
軽
微
な
事
故
が
「
重
大
化
」
す
る
こ
と

に
つ
い
て
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
利
用
者
の
重
度
化
・
重
症
化
に
伴
い
、

Ａ
Ｄ
Ｌ
や
慢
性
疾
患
の
低
下
が
進
む
、
骨
折

リ
ス
ク
や
肺
炎
等
の
重
症
化
リ
ス
ク
の
増
大

は
「
重
大
化
」
の
察
知
が
難
し
く
な
り
、
思

わ
ぬ
結
果
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
し

た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
が
通
用

し
な
く
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
訴
訟
問
題
に

も
な
り
得
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
利
用
者
・
家
族
と
の
意
思
疎

通
等
の
信
頼
さ
れ
る
対
応
が
、
自
身
を
守
る

上
で
も
、
と
て
も
大
切
な
行
為
で
あ
る
と
も

い
え
ま
す
。

相
談
・
ク
レ
ー
ム
窓
口
の
必
要
性
は
、
問

題
解
決
の
フ
ロ
ー
が
明
確
に
な
る
と
共
に
、

家
族
の
求
め
る
要
求
と
現
場
の
提
供
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
の
狭
間
を
埋
め
る
事
が
出
来
る
…

こ
れ
に
は
接
遇
対
応
の
教
育
が
有
効
で
す
。

そ
れ
で
も
事
故
は
防
ぎ
よ
う
が
な
く
、
必
ず

起
る
も
の
で
す
。
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
事
故

を
最
小
化
・
減
少
化
す
る
た
め
に
は
、
組
織

の
改
善
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

去
る
平
成

27年
９
月
１
日
、
春
日
園
２
階

会
議
室
に
お
い
て
、
安
全
衛
生
推
進
者
養
成

講
習
の
終
了
者
に
対
し
て
「
法
人
安
全
委
員

会
メ
ン
バ
ー
」
と
し
て
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、

こ
こ
に
下
記
に
示
す
組
織
及
び
人
員
に
お
い

て
『
法
人
安
全
委
員
会
』
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

【
法

人
安

全
委

員
会

組
織

図
】

こ
の
委
員
会
は
『
事
故
の
「
未
然
防
止
」
・

起
こ
っ
た
事
故
は
「
繰
り
返
さ
な
い
」
の
視

点
を
目
的
と
し
点
検
す
る
。
又
、
他
の
施
設

の
良
い
と
こ
ろ
は
「
取
り
入
れ
る
」
姿
勢
で

実
施
す
る
。
点
検
は
、
利
用
者
の
み
で
は
な

く
従
業
者
の
環
境
も
対
象
と
し
た
視
点
で
行

う
』
と
い
う
、
法
人
安
全
委
員
会
設
立
の

目
的
の
も
と
、
毎
月
１
回
・

25日
を
検
査
日

の
基
準
と
し
、
各
施
設
の
安
全
衛
生
推
進
委

員
（
以
下
：
調
査
員
）
が
２
人
一
組
と
な
り
、

自
分
の
所
属
し
て
い
な
い
施
設
へ
行
き
、
建

物
備
品
・
処
遇
・
職
場
環
境
に
関
す
る
点
検

項
目
に
つ
い
て
、
施
設
内
を
隈
な
く
巡
回
し

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
共
に
、
管
理
者
、
サ
ビ

管
、
他
の
職
員
及
び
利
用
者
よ
り
聞
き
取
り

調
査
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
に
つ

い
て
調
査
員
は

5日
以
内
に
報
告
書
を
作
成

し
委
員
長
に
提
出
す
る
。
委
員
長
は
上
が
っ

て
き
た
報
告
書
の
内
容
を
確
認
後
、
速
や
か

に
点
検
施
設
及
び
各
施
設
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
る
。

点
検
施
設
に
お
い
て
は
報
告
書
の
点
検
結
果

に
基
づ
き
、
改
善
を
要
す
る
事
項
に
記
載
が

あ
る
場
合
は
、
改
善
案
及
び
改
善
の
段
取
り

等
を
報
告
書
に
記
入
し
、
ま
た
管
理
者
、
サ

ビ
管
の
意
見
等
を
記
載
後
、
委
員
長
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
回
答
を
寄
せ
る
。
そ
の
他
の
施
設
に

お
い
て
は
報
告
書
の
記
載
事
項
及
び
意
見
等

を
参
考
に
、
自
ら
の
施
設
の
現
状
と
照
ら
し

合
わ
せ
る
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
報
告

書
を
活
用
す
る
。
委
員
長
は
改
善
案
、
改
善

の
段
取
り
、
意
見
等
が
記
載
さ
れ
た
報
告
書

を
確
認
後
、
理
事
長
に
報
告
し
総
括
を
記
載

し
て
頂
き
、
毎
月
第

2木
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
法
人
連
絡
会
に
て
報
告
を
す
る
。

右
記
の
よ
う
な
流
れ
で
法
人
安
全
委
員
会

の
調
査
員
が
施
設
に
入
り
、
調
査
し
改
善
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
目
的
を
果
た
す
こ

と
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

各
職
員
が
共
通
認
識
を
持
ち
施
設
が
一
体

と
な
っ
て
、
利
用
者
と
職
員
の
安
全
と
生
活

を
守
れ
る
よ
う
、
法
人
安
全
委
員
会
メ
ン
バ
ー

及
び
各
施
設
の
職
員
一
人
ひ
と
り
が
平
常
時

か
ら
対
策
に
こ
こ
ろ
が
け
そ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
き
ま
す
。

埼
玉
の
ぞ
み
の
園
人
事
考
課
は
今
年
で
４

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
管
理
職

員
も
開
始
さ
れ
、
全
て
の
正
規
職
員
を
人
事

考
課
の
対
象
と
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
改
正
点
と
し
て
は
、
「
埼
玉
の

ぞ
み
の
園
の
職
員
像
の
反
映
」
「
虐
待
の
知

識
・
職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

態
度
の
確
認
」
等
を
追
加
し
ま
し
た
。
行
っ

た
業
務
の
成
果
の
み
で
は
な
く
、
職
員
の
在

り
方
も
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
司
と
部
下
及
び
経
験
年
数
の
あ
る
職
員

と
少
な
い
職
員
の
双
方
が
１
対
１
で
意
見
・

考
え
の
照
ら
し
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
は
、
日

常
の
業
務
の
中
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ

と
で
、
面
接
は
と
て
も

貴
重
な
時
間
と
考
え

て
い
ま
す
。

人
事
考
課
を
書
面
の
み
で
「

評
価
す
る
・

評
価
さ
れ
る
」
と
い
う
視
点
で
は
な
く
、

伝

え
た
い
こ
と
・

普
段
話
さ
な
い
こ
と
を
言
え

る
場
と
し
て
も
活
用
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

敬
老

会
な

ら
ぬ
…
感

謝
の
会

開
催

！

秋
冬
野
菜
の
植
え
付
け
を
し
ま
し
た

毎
年
、
こ
の
時
期
に
秋
冬
野
菜
の
植
え
付
け
を

行
い
ま
す
。
昨
年
は
、
時
期
を
逃
し
て
し
ま
い
、

思
っ
た
よ
う
に
生
育
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
、

順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
「
白
菜
」
を
は

じ
め
と
し
て
「
レ
タ
ス
」
「
キ
ャ
ベ
ツ
」
「
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
」
「
人
参
」
と
そ
れ
ぞ
れ
移
植
が
終
わ
り

ま
し
た
。
収
穫
時
期
は

12月
下
旬
か
ら
１
月
末
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

妻
沼

つ
く

し
作

業
所

10月
よ
り
、行

動
援
護
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ー
ト

夏休み、

寄居町川の博物館にて♪

（放課後等デイサービス）

のぞみ深谷営業所
問合せ先048-577-5318

妻沼つくし作業所
問合せ先048-588-6890

の
ぞ

み
深

谷
営

業
所

こ
れ
ま
で
の
ぞ
み
で
行
う
外
出
支
援
で
は
、

地
域
生
活
支
援
事
業
の
中
の
移
動
支
援
や
生
活

サ
ポ
ー
ト
事
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
の
行
動
援
護
が
加
わ
り

ま
す
。
対
象
者
の
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
計
画

的
な
充
実
し
た
支
援
が
実
施
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
度
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
！

中
庭
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

春
日

園

春
日
園
改
築
工
事

か
ら
期
間
を
お
い
て
、

中
庭
の
整
備
が
こ
の

た
び
完
了
し
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
グ
リ
ー

ン
が
あ
る
と
気
持
ち

良
い
で
す
ね
！

夏
に
は
皆
で
、
ス

イ
カ
割
り
や
水
鉄
砲

を
楽
し
み
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
―
シ
ョ

ン
に
使
用
し
た
り
、

ホ
ッ
と
一
息
つ
く
場

所
だ
っ
た
り
…
と
、

中
庭
の
出
番
は
今
後

も
多
く
な
り
そ
う
で

す
♪

春日園
問合せ先048-577-6661

救
急

講
習
会

第
２

春
日

園『
ま
だ
ま
だ
現
役
！
年

寄
り
扱
い
は
ま
だ
早
い
』

の
声
が
上
が
り
、
敬
老

会
改
め
「
感
謝
の
会
」

に
。
お
寿
司
屋
さ
ん
に

よ
る
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー

＆
美
味
し
い
お
寿
司
に

舌
鼓
。
に
っ
こ
り
笑
顔

の
会
に
な
り
ま
し
た
❤

第2春日園
問合せ先048-583-5451

収穫間際になりましたら、

ブログでお知らせしますの

で、ぜひご注文をお願い致

します。

ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
特

別
デ

ザ
イ
ン
の

自
動
販
売
機
を
導
入

深谷消防署のご指

導のもと、真剣に

講習を受ける職員

たち。

深
谷

た
ん

ぽ
ぽ

飲
み
物
の
種
類
も
豊
富
で
設
置
し
て
す
ぐ
に

売
り
切
れ
商
品
が
で
る
く
ら
い
の
勢
い

で
す
。
お
金
を
入
れ
て
商
品
を
選
び
ジ
ュ
ー

ス
を
買
う
と
い
う
行
動
に
、
最
初
は
と

ま
ど
っ
て
い
た
利
用
者
さ
ん
達
も
、
今

で
は
休
憩
時

間
の
ひ
と
つ

の
楽
し
み
に

な
っ
て
い
る

感
じ
が
し
ま

す
。

深谷たんぽぽ
問合せ先048-572-1668

高
齢
・
重
度
化
す
る
ご
利
用
者
の
緊
急
時
に

対
応
す
る
為
、
の
ぞ
み
の
園
ホ
ー
ム
で
は
定
期

的
に
救
命
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

有
事
に
は
ど
う
し
て
も
慌
て
て
し
ま
う
も

の
。

繰
り

返
し

練
習
す
る
こ
と
が

大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

のぞみの園ホーム
問合せ先048-578-7882

の
ぞ

み
の

園
ホ

ー
ム

安
全

委
員

会
の

設
置

・
運

営
に

つ
い

て
春

日
園

長
大

島
一

哉

事
業

所
ニ

ュ
ー

ス

人
事

考
課

の
開

始
に

あ
た

り
法
人
本
部

鯨
井
昭
二

平
成

２
７

年
度


